
別記様式第8・号

出業内容

辨

事業実鞁書

事

業

介准サービスの柯!類

業

行

介設ロボットの製品右

通イ,1環境繋備の製品仏

1折

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人時期及び台数

社会む井止法人長井弘徳会

右

所属名

職・氏れ

Ⅱ1業完」'Π(支払ID

介准老人保健施役りバーヒル長井

剛人Xはりースの別

※,族"1するノjに0を'ι人

電'排η

介没名人保健施設

メ

1製品名]

Comuoon mobilotype wsG (ヘッドセットマイク、バウンダリー・

マイク X2、ハーフショットガンマイクX2)

[導人介数]2 台

【導人川令和 5年11 刀 27 Π

ル

使川状況

(使則する業枋・使川頻虔

隼干)

(で亟11夛、リース(契約期闇

令和 5年12打

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価指標に荘づきポすし

と(介股時闇の短締、11'〔接・

問接負扣の幌減効架、介護

従Ⅲ打(不1川」1イ)の満足度、

収支の改誇など)

';'剖臆覚士が';'治療法室にて管肌し、施没内各部料からの依頼に

応じて貨い"す。

難聴が疑われる利川占または家族を対象に、人所時オリエンテー

ション、身体認知機能評価、りハビリテーション、条団レクレーシ

ヨン、利川打闇の会'新、家欣との向会等に使川する。

使川頻座は、りハビリテーションで 3 1川以 1ゾΠ、りハビリテー

ション以外で 31"1以 1ゾ過がjι込まれる。

2

定U数

29 U

実施経過

120 名

12n5~ν12 までの期闇、朋こえの低卜が疑われる利川行への家

族向会11寺にコミューンを使川し、1m会後に家族へのアンケートを火

施した。

延べ H乳の家欣がアンケートに1・1答した。阿答行の多くが、{コ

ミューンを使うことで会話がしやすくなった」、「印象はとても良

い」、「1m会時に今後もコミューンの使川を希Y!する」と川答した。

娚1」紙参照)

期問(Υ,定)

交付小請前

年

導人後の,深題や次年度'11'

11hjの確認等

"~

11 刀 27 Π

12 j] 29 Π

年

令和 5年12 j1 11ト

令和 5年12 j1 31 Π

轡人後1年Πに該当する次年度は、機器の使川ガ沽や効果を職a

が則解し、使刑することができることをΠ標とする。導人の意裟及

び操作説咽会は導人年度に尖施済み。

師会やオリエンテーション、りハビリなど、佃削11に関わる場【Ⅲで

の使川は定着しつつある。・ガで、染団を対象とした活川方法につ

いては検';寸の余地がある。

削題点の沈い出し

1拓齢打の難岫に関する研修

使川方法説剛会

試験導人

介世職U等への意見聴取

内

j])

令和 6年 lj11 U~

令和 6年3 打 31 Π

容

納品

令和 6年4 j1111~

令和 7年2 j・」 29 Π

支払い(振込み)

導人捉当行の送定

操作マニュアル作成

使川ガ法の説明(12/21、

12/25、 12/28 の'Ⅱ' 41"D

令和 7年3 j1 1 Π~

令和 7年3 刀 31 Π

絲佐概要

令和7年4Ⅱ1Π~

令和 8年2 j1 290

導入によるケアノj法の↓ι11'iし

効果検,i'のリι施(1年1_D

令和8年3"1Π~

令和 8年3 j」 31 Π

イiⅡ、号

効果検,11】1のま占果に基づいた業務改

辨の取知検村 a年ID

令ネ" 8年4 j」 1 「]~

令和 9年2 j1 29 Π

678,398

12/22、

効巣検,;11:の尖施(2 午Π)

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記幟すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

効果検,;111のヌ,'i果にエミづいた業務'女

逓の取紕検討(2年Π)

使川方法,能明

会参加者

施設職n38

名

効果検,ばのメι施(3年Π)

,
ル
人
行



別記様式第8号

1 事業内容

Ⅲ

班

業

介誰サーピスの柯!類

業

打

介,没ロボットの製品名

迦イ'環境整俳の製品タ,

績書

1折

名

介護ロボット導入支擾事業実績報告用

導人時期及び台数

社会福祉法人かたぱみ会

老

所/成名

事業完」'Π(支払 ID

職・氏名

ヰ"判養護老人ホームかたぱみ荘

瓣人父はりースの別

必該"1すろbに0巻記人

電';舌排号

介懲老人初芹止施設

メ

[製品名]

Comuoon mobiletype HS 1台

Comuoon S亜 type sG 1 介

[導人川令IH5年12 打 26 Π

ル

使川状況

(使川する業拐・使川頻度

隼ゞ)

ぐ亟1^・リース(契約期問

令1"6年

【抑}霞型(type sG)】

現在、所定の場所で行っている緬会場所で使川。

1Πに3~4靴郡の而会予約がある中で、難聴がある人所占の向

会時に、ご家族の負択を嵯減するために股椴している。

【モバイル剛(type HS)】

難聴のある人所行とのコミュニケーション支援として使川。

モバイル剛で複数の方々に使川でき、1村こ杣談場向やレクリエー

ション等にイ沙力1舌川している。

I jl

導人効果

※導人によって得られた効

米に関するデータを客観的

な部仙指標に菓づき小すこ

と(介設時闇の短締,1n接・

問接負批の幌波効果、介設

従事芥(利用行)の満足度、

収支の改円など)

31 Π

定U数 80

導人後の課題や次年度劇

1師の確認等

年

令ての難妹のガにイi効ではないが、以卜の効果が得られた。

.向会特には、難聴のある人所行にヌJして、ご家族が人Jliや何度も

聞き返したりなど、ストレスを感じている様子であった。機器

を導人したことで、師会が円滑になり、1.可1川に声が椥}れないこと

で、プライバシーへの配戚もでき、ご家族からの諄価も品い。

・援助中に使川することで、今までは大{や聞き返しなど、コミュ

ニケーションの際、おh1いにストレスが牛じ、,;い方によって

は、威j11感も感じられたが、意思疎通が難しいとされた方でもス

ムーズに行えることで、認知症の進行ア防にも繋がった。また

難聴がある方への和談支援を行う際の所要時問を短紺すること

で、業病の効*化も1刈られた。

il

打~

2
.ι'、
1 1

2 実施経過

効架は佃人荒がある為、使川にあたり対象打の避定など、職U闇で

の共イiを図っていくことが課題と'_;える。また効果がある方に対し

ては、開こえの改辨により、認知症に作う行動障轡の改汽に効果が

あるかなど、Π々の援助で人所者の表恬や,;動などの反応を只体的

に祀幟し記録の允火を岡る。以上、次年度はより只休的な効果を検

'正していく。

年

年月日

ID

令1115年 H j」 10 "~

令羽15年 H 打 30 Π

令和 5年12 打 1 Π~

令和 5年12 jj 22 Π

. 同年7j、]に、導人乃セだった機器の脱明を含めたセ

ミナーを施設内で開俳ハ代"!店よりデモ機器の貨出

を受け、多くの機肌がある中で、火際の現場に即し

た機器の送定を行う。

導人にあたって、機器を使川するΥ,定の職Uへのヒ

ヤリングと業疹状況分析・課題の洗い出し。

令和 5年12 j、1 14 Π

令和 5年12 打 18 Π

実施内容

令和 5年12 j」 26 0

令和 5年12 j、1 27 Π~

令和6年1打4Π

対象となる難妹及び認知症利用者の逮建。

導人、活川、効果検証の各"{当打の逃定。

令和6年1打5Π~

現在

選定機器の窕注

機器購人に係る契約

機器の導人

令和 6年 lj1 31 Π

・畷Uへ使川ガ法の脱1到と1村知マニュアルの整備。

・1Ⅲ会行へのj肘知と説明。

従事者

法人本部職U

心接援助峨U

上任・副 1{任

及び部門択当

,;1' 11 名

・導人による業務内容の見池し。

・導入効果の"鉄方法の黎備。

・次年度の検証'汁1血の策定。

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

機器剛人支払

同上

法人木部職R

同上

法人本部畷U

ほか5名

同上

法人本部職n

心接援助畷a

・1三任・副上任

及び部門担当

,汁Ⅱ名

法人事務1'0

業実

"
人
者

耳



別記様式第8号

1 事業内容

事

出

業

介懲サービスの柯1顎

業

打

介股ロポットの製品名

通イ'環境柴備の製品名

1リi

仏

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人持期及び台数

法人事務1,0

礼会む井止法人かたばみ会

名

所屈名

4f業完γΠ(支払fD

川人Xはりースの別

裟.{立',1するノjに0 を'氾人

職・氏名

多機能施設かたぱみ"

電訊番1}

小規椣多機能刑1,,}宅介縦

使用状況

(使川する業務・使刑頻座

等.)

メ

[製品名1

ComuoonmobⅡetypeHS 1台

1導人田令和 5年12jj26 Π

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデー・タを客観的

な部価指標に基づきポすこ

と(介姓時朋の短締、11吋妾・

冏接負担の嵯減効果、介没

従出打(利川者)の満足座、

収支の改辨など)

(i回1^・・リース(契約期問

令和 6年

排聴のある利川打とのコミュニケーション支援として使刑。

モバイル剛で複数のガ々に何Π使川しており、1Nこ初談場師やレク

り工ーション等にイj効活川して'いる。

I jj

令ての難軸の方にイi効ではないが、以ドの効果が得られた。

・援助中に使用することで、今・までは入声や開き返しなど、コミュ

ニケーションの際、おh1いにストレスが牛じ、,、1いガによって

は、威j11感も感じられたが、意思蝕通が難しいとされたガでもス

ムーズに行えることで、認知症の進行列坊にも繋がった。また

難聴がある方への初談支援を行う際の所要時間を短締すること

で、樂疹の効*化も1刈られた。

・Π々のレクリエーションや余暇活動の際に使Ⅲすることで、今ま

で意思伝逑が難しいことを"!由に,締めていた活動内容の幅を広

げることができた。

31 Π

聲鉄

定a

2 実施経過

29名以ド

導人後の課題や次年座,11

1向の確認等

年月日

年

令和 5年1リ110 Π~

令和 5年Ⅱ打 30 Π

打~ 年

効果は佃人荒がある為、使刑にあたり対象行の選定など、城U問で

の共イiを1刈っていくことが,課題と';える。また効果がある方に対し

ては、聞こえの改汚により、認知症に作う行勁障害の改訴に効果が

あるかなど、 H々の援助で人所打の表桁や';動などの反応を熊休的

に"械し"鉄の允火を鬨る。以上、次年度はより只体的な効果を検

趾していく。

令和 5年12j11 Π~

令和 5年12 刀 22 "

祠年7刀に、導人予定だった機器の,溌1明を含めたセ

ミナーを施設内で開催、代鄭店よりデモ機器の貸Ⅲ

を受け、多くの機肺がある中で、尖際の現場に即し

た機器の送定を行う。

導入にあたって、機器を使川する予定の職Uへのヒ

ヤリングと業拐状況分析・,深題の洗い出し。

jD

令洞15年12 j] 14 U

令和 5年12 j1 18 「_1

実施内容

令和 5年12 j」 26 U

・対象となる排聴及び認知症利Ⅲ行の選定。

・導人、活川、効宋検'il〔の各帆当者の選定。

令和 5年12刀 27 Π~

令和 6年 lj14 Π

送定機器の窕注

令和6年1刀5Π~

現在

機器雌人に係る契約

機器の導人

令和 6年 ljj 31 Π

職Uへ使川方仏の祝1明と1吋知マニュアルの峡備。

従事者

法人水部職a

管鄭者

11'f接援助職U

';1' 6 才'i

導人による業疹内容の見心し。

導人効果の祀録方法の彬備。

次年度の検'証計1叫の策定。

※機器の選定から実績報告時までの経紳や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

機器朏人支払

同 lt

払人本部畷U

同上

管"打

ほか2名

同 1:

法人本部畷a

管N才「

心接援助職R

,;1 6 名

業実 書J↓
手

"
人
行



別記様式第8号

1 雫業内容

事

水

業

介護サービスの新類

業

占

介没ロボットの製品名

通イ,1環境柴備の製品名

青貞書

1ジi

名

導入時期及び台数

介護ロボット導入支擾事業実績報皆用

礼会k井止法人かたぱみ会

名

事業完」'日(支払ID

所属■

購人父はりースの別

裟該「する方に0を紀人

職・氏名

4ン定施役かたぱみの家

電.恬番1}

41定施設人1パ行小.活介護

使用状況

(使川する業拐・使川頻度

芋)

メ

[製品名1

Comuoon mobⅡetype HS

[導人川令和 5年12打

ル

導人効果

※遵人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な艀価指橡にJ'づき水すし

と(介准時闇の短締、11'i1妾・

問接負択の'修減効果、介設

従Ⅱf占(利川打)の満足度、

収支の改辨など)

リース(契約期問川」

令和 6年

難聴のある利川打とのコミュニケーション支扱として使川。

モバイル剛で複数のガ々に力H1使川しており,朴に相談支援の場而

や架団活動等にイi効活川している。

1台

26日

I jl 31 Π

令ての剣"憾のガにイi効ではないが、以、ドの効果が得られた。

・相談支援中に使川することで、ノ>までは人jliや聞き返しなど、コ

ミュニケーションの際、お圧いにストレスが牛じ、,;いガによっ

ては一洪解や威ル感も感じられたが、朋こえが良くなったことで

良好な関係作りが枇築できた。また難聴があるガへの支援を行う

際の所聾時問を短糊することで、他の支援時闇が拡充され、業柄

の効*化も1刈られた。

・架団での活動の際に使則することで、人1円打へ必要な情報を正確

に伝えることができ、支援をするにあたってお互いの粘御的負扣

が嵯波された。

2

定U数

実施経過

50 名

年

年月日

導人後の課題や次年座'{1

1Ⅷの確認等

令ネ115年Π jj l0 Π~

令l「巧年Ⅱ j」 30 Π

jj ~ 年

令和5年12Ⅱ1日~

令和 5年12 j1 22 Π

・恥1年7"に、導人Υ,定だった機器の脱明を含めたセ

ミナーを施設内で開俳、代理店よりデモ機器の貸川

を受け、多くの機種がある中で、突際の現場に川1し

た機器の逮定を行う。

・導人にあたって、機器を使川する・Υ0セの職Uへのヒ

ヤリングと業務状況分析・課題のi先い川し。

効果は側人深があるゐ、使川にあたり対象打の逸定など、職U問で

の共イiを1刈っていくことが,深題と,1える。また効果がある方に対し

ては、朋こえの改i11により、認知症の窕症や進行判坊に効果がある

かなど、Π々の支援で人所打の表"や'1動などの反応を只体的に"

,成し"獄の允火を1刈る。以上、次年麼はより只休的な効果を検証し

ていく。

jj )

令和 5年12 刀 14 Π

令和 5年12 打 18 Π

実施内容

令和 5年12 刀 26 Π

令和 5年12 打 27 Π~

令和 6年 lj、j 4 Π

対染となる難聴者の進定。

導人、活川、効果検"の各打1当打の送定。

選定機器の発注

令和 6年 lj15 羽~

現在

機器購人に係る契約

機器の導人

令1Π 6年 lj」 31日

職nへ使川ガ法の説叫と1阿知マニュアルの粧備。.

従事者

法人本部職U

心接支援職U

,11 6 名

導人による業務内容のjι1んし。

導人効果の"録方法の繋備。

次年座の検"計11川の策定。

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

機器購人支払

同 1二

法人小部1般R

同 1'

法人本部胤U

ほか2名

同上

法人木部職U

心接支援職a

,;1' 6 名

法人4f務j,0

業実

心
人
行

事



別記様式第8号

事業内容

出

事業実績書

張

業

介護サービスの師類

行

介准ロボットの製品f,

通イ,;環境整備の製品名

1リi

右

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

"

導人特期及び台数

名

所 1禹名

イj隈会社にんじん

畷・氏名

4工業完」'Π(支払ID

j,,}宅介護支援U1業所にんじん

購人父はりースの別

※談"1するノj1こ0を'記人

電,;舌緋 IJ

1'宅介纓支援

メ

[製品名1

Comuoon mobiletypeMLX I、ワイヤレスマイクスタンド X I

ショットガンマイクXI

[導人台数] 1介

1芋1人田令和 5年11 打 2 8 11

ル

使用状況

(使川する業拐・使川頻度

竿')

令和 5年1 1j1 3 0 Π

導人効果

※導人によって得られた効

宋に関するデータを客観灼

な舒価指標に尿づき水すこ

と(介護時闇の短縮、1此接・

闇接負担の幌減効果、介設

従Ⅱf/1(利用占)の満足座、

収支の收汚など)

0購人・リース(契約期問

Ⅱ 11川の利川ノテ宅訪Ⅲ1時、モニタリング等

会議時(サービス川野打会議)

1 刀ボを中心に、モニタリングによる訪卿については、櫛時機器

を持参し、 30%以上の利川行が初めて使川した。

2 現在、会議が4阿開俳され、 4回持参し使川した。

定n数 100名

導人後の,深題や次年度削

岻の確認等

1時問の短締:モニタリング時、本人からの朋き取り1浮問30分

から15分に短縮された。また、利川行及び家族との会話や人数

が増える撹当者会議の中では機器を使刑することにより意思疎

辿がスムーズに行われ、時闇短締がR1れた。

2 利用打の満足度:機器の使川により、大きな」1iでの会話や繰

り返レ■い心しがなくなり、複数での会,1舌が訂j能になり、利用者

及び家族は、会議の内奔を理解でき、i舟足度が上がった。

年

2

刀~

実施経過

課題としては、導人された機器が1台のため、職U問で機器使川

の調懐をしたものの、利用六へのモニタリングの火施時期が打太に

染中するため機器の利川が図れなかったこともあった。今後は、利

用打及びその家族に大変満足した旨の意見をいただいたこともあ

り、機器川入に補助が噂度河能であれば、ケアマネジャー2名に対

し、各 1介使川できるよう 1台導人を検,ト1したい。

年

イ)1U 5年8 j」 2 2 1_1

年月日

令和5年8月25日

j])

本年7珂24日から7月31日、 8月17日

から8月22日までの2回の試験導入を実施

し、職員等の意見を集約し恊議した結果、同機
器の選定を決定する。

8月27日

月28日11

月29日11

月30日11

月30日11

↓具への申訥'を1テう

実施内容

見稙書の提示

12月1日

請求書の持参、納品

12月6日

サービス担当者会議で使用

12月8日

代金全額支払い

サービス担当者会議で使用 1件

12月11日

モニタリングで使用

12月12日

モニタリングで使用

12月18日

認定翻査時に使用 2件

12月19日

モニタリングで使用 1件

認定調査で使用}件

12月20日

12月22日

サービス担当者会議で使用 1件

従事者

12月25日

モニタリングで使用

2件

モニタリングで使用 2件

2名

1件

12月27日

モニタリングで使用 1件

1件

12月28日

モニタリングで使用 2件

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

2名

12月29日

モニタリングで使用

サービス担当者会議で使用

モニタリングで使用 1件

モニタリングで使用 1件

1件

モニタリングで使用 2件

1名

モニタリングで使用 2件

1件

1件

人
打

υ
、

リ

1
2



別記様式第8号

1 事業内容

弓1

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロポットの製品名

通信環境整備の製品,名

所

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

記

導入時期及び台数

社会医療法人みゆき会

名

所属名

職・氏名

事業完了日(支払罰)

介護老人保健施設紅寿の里

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

介護老人保健施設

メ

[製品名]

①Comuoon sE wpesG

②Comuoon mobile typesG

[導入台数]①:1台,②

1導入団令和 5年12月1

ル

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

i

1" 11

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時闇の短縮、直

接・問接負担の軽減効果、

介護従亊者(利用者)の満

足度、収支の改善など)

令和 5年12 旦 5

(!邑1^、・リース(契約棚問
[使用する業務]

聴覚機能が低下した利用者へ、レクリエーションやりハビリ時に、

介護職員等が使用。

・利用舌等との 1対1の場面(面談や訪問先等)での使用(相談員等)。

[イ吏用頻度]

必要に応じ使用していく。

CS部長ほか5名
1台

日やり

定員数

2

{,'

実施経過

100

年月日

年

導入後の課題や次年度引

画の確認等

.^'

令和5年9月

~令和5年1

今後、導入効果検証。

月

年

月~

令和5年11打1日

~令和5年]1月30日

月

日

1日

0月31日

①機器の使用方法、使用環境等を把握し使用部署の全職員が使用でき

るようになる。

②有効的な使用方法や使用環境を検証し、利用者にとって安心できる

生活環境を整える。

③職員の身体的・稲神的負担を軽減し、コミュニケーション能力の向

上に取り組む。

日

年

令和5年12月1日

月)

業務の状況分析(使用場面等)

難聴の利用者等、使用者の選定

令和5年12月5日

実施内容

機器担当者の選定

活用方法、効果検証各役割決定

令和5年12月1日

~令和5年12月25日

機器導入日

支払日

機器の使用方法等、使用についての

知識習得(使用者意見聴取)

従事者

ロロほか0名

CS部長ほか 5名

CS部長ほか5名

CS部長ほか 5名

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

入
者

年

ー
ノ小



別記様式第8号

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

介護ロボット導入支攘事業実績報告用

導入時期及び台数

社会福祉法人輝きの会

名

所属名

職・氏名

事業完了日(支払日)

特別養護老人ホームいきいきの郷

購入又はりースの別

※該当tる方に0を記人

電話番号

介護老人福祉施設

メ

[製品名1

Comuoon mobile type wsG X I 、 comuoon mob11e type HSX I

Comuoon conned type wsGX I 、 comuoon connecttype HS X I

1導入台数14 台

f導入日】令和 5年11月28日

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和 5年

購入・リース(契約期問

高齡(難聴)の利用者と対話などコミュニケーション時に使用して

いる(介護業務・毎日)。

集団でレクリエーションやりハビリを行う際、使用している(機能

訓紳業務・毎日)。

感染症対策のためパーテーションやマスク着用と意思疎通が難し

い環境下で面会を行0ており、利用者だけでなく高齢のビ家族との

面会時には双方向に設置し使用している。(東族面会・毎日)。

導入効果

※導入によ0て得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時問の短縮、直接・

問接負担の軽減効果、介護

従事者(利用者)の滴足座、

収支の改善など)

Ⅱ月

定員数

30日

100 名

利用者との音声ロミュニケーション時に、大きな声を出さ司'に対

話ができ、聞き返しの頻度゛,以前より減うており、介護時問の短縮

に繋がっている。主た、これまでは聞こえないことで、全く会話が

出来なかった(参加しなかうた)利用者が、自分から話し出す様に

なり、職員もこれまでのコミュニケーションでは得られなか0た情

報を取得,、ることで、利用者のQOL向上と職員のモチベーシヨン

に繋がクている。

レクリエーションやりハビリを行う際に使用し、これまではイ可度

か摺示を繰り返すことが多かったが、指示の回数を減らせるように

なった。また、染団のレクリエーションやりハビリでは、聞こえな

いために隣の利用者の身振り手振りを真似したり、反応が遅れてし

まっていた利用者も、ついてこれる様にな0た。時問短縮だけでな

く、し0かりと指示の内容を理解してもらうことで、作業効果の増

加も見込める。

年 月~ 年

面会・利用説明時のマスク・パーテーション越しの対話では利用

者・家族・職員とのコミュニケーションがスムーズにな0た。家族

の声を利用者が受け答えできる頻座も多くなり、お互いの安心感や

満足感に繋がり、職員t、適切なモニタリングが出来るようにな0

た。また、大きな声を出寸、必要もなくなり、感染症のりスク軽減や

話者側の身体的・精神的な負担軽減に繋がっている。

導入後の課題や炊年塵計

画の確認等

月)

2

難聴の症状は利用者によって違うため、スピーカーの音量や位置

など利用者個々にあった調整が叱、要となる。

利用者にとっての認知度が低い機器となるため、不安感や抵抗感

がある利用者が少数見受けられる。

コミュニケーションの短縮時問や反応の回数、表情の変化などを記

録する。

介護員の満足度を記録し、導入前後の離職率・休職率を比較する。

実施経過

令和5年H月22日

年月日

令和5年Ⅱ月28日

令和5年H 月28日~

令和5年U 月30日

令和5年Ⅱ月30日

契約日

令和5年12月1日~

現在

導入日

操作マニュアル作成

使用方法の説明

導入によるケア方法の見直し

実施内容

令和6年1月18日

支払日

効果検証の実施(1年目)

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かる¥,のであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

コミューン開発者・ヒアリングフレイノレ提唱者

聴脳科・学総合研究所所長中石真一路氏によ

るヒアリングフレイルセミナー実施予定

(高齢者の難聴に関する勉強会、音声コミ ^ー・ー

ケーションに関する実地研修)

従事者

事務局長・施

設長ほか5名

全職員対象

全職員対象

記
入
者

一


